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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス
　

〈
ヒ
ン
ト
〉

馬
と
銀
の
協
力
で
…
…

（
10
分
で
初
段
）

持
駒
　
角

「
企
業
の
好

業
績
が
い
ず

れ
家
計
に
も

波
及
す
る
」

と
繰
り
返
す

人
が
、
「
格

差
と
い
う
な
ら
、
公
務
員
と

民
間
の
格
差
是
正
が
一
番
大

き
い
」
と
八
ツ
当
た
り
し
た

▼
正
社
員
を
非
正
社
員
に
置

き
換
え
て
、
パ
ー
ト
、
請
負
、

派
遣
社
員
を
正
社
員
の
半
分

位
の
賃
金
で
雇
い
、
正
社
員

も
「
成
果
主
義
賃
金
」
で
追

い
立
て
る
―
こ
う
し
た
犠
牲

の
も
と
に
大
企
業
が
高
収
益

を
あ
げ
て
き
た
事
実
か
ら
目

を
そ
ら
し
て
い
る
▼
国
家
公

務
員
の
俸
給
表
水
準
を
全
体

と
し
て
５
％
（
中
高
年
は
さ

ら
に
２
％
カ
ッ
ト
）
引
き
下

げ
た
こ
と
な
ど
は
捨
象
し
、

乱
暴
に
格
差
問
題
を
は
ぐ
ら

か
す
▼
こ
の
人
は
、
大
企
業

の
生
産
「
効
率
」
上
昇
を
目

玉
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と

引
き
換
え
に
賃
金
は
抑
制
、

貧
困
と
格
差
の
中
で
家
計
は

さ
ら
に
冷
え
込
ん
で
い
る
こ

と
を
正
視
し
な
い
。

めまいで倒れ、書庫から這いでて即入院、腰痛に耐え
切れず救急車で運ばれる、収受担当中に突然脳梗塞に襲
われ入院。ついには３月12日くも膜下出血で倒れ、３
月15日に亡くなる事態が起きました。「一歩間違えば死
と隣り合わせ、明日はわが身」と、従事した誰もが感じ
ている“地獄の確申期”－しかし、当局は「自ら心身両
面にわたる健康管理に十分留意するよう」喚起するだけ、
職員が気兼ねなく休憩できる体制も不十分なまま、現場
に立ちっ放しの「巡回指導」を押し付けています。
全庁的にまともな健康対策もとられない中､「一人の

死亡者、病人も出さない」事務運営への転換を求め、職
場世論を背景に､“地獄の確申期”に歯止めをかけてい
きます。

「
申
告
会
場
は
『
記
載
場

所
の
提
供
』
で
あ
り
、
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

場
」
で
あ
り
「
ハ
イ
カ
ウ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
巡
回
指
導

中
心
の
集
合
指
導
」
と
の
シ

バ
リ
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
急
増
し
た
超
勤
に

つ
い
て
、
「
指
導
会
場
の
状

況
、
指
導
担
当
者
の
人
数
、

内
部
事
務
の
進
行
状
況
等
を

考
慮
し
て
削
減
す
る
」
「
水

曜
日
の
超
勤
は
行
な
わ
な

い
」
と
の
方
向
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
た
人
員
確
保
が
、
連
日
長

時
間
の
残
業
や
深
夜
残
業
を

排
除
す
る
決
め
手
に
な
り
ま

す
。現

場
に
即
し
た

運
営
尊
重
が
大
前
提

「
親
切
な
助
言
」
は
飾
り

文
句
で
、
自
書
申
告
定
着

（
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
さ
な

い
）
の
た
め
に
「
突
き
放
す

よ
う
な
対
応
」
と
、
「
何
が

な
ん
で
も
オ
フ
ラ
イ
ン
版
を

活
用
（
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
撤
去
）

す
る
」
指
示
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
「
ど
う
や
れ
と
い
う

挙
署
一
体
体
制
の
…
…

拡
充
こ
そ
決
め
手

“
地
獄
の
確
申
期
”
に
歯

ど
め
を
か
け
る
た
め
、
「
全

て
の
職
員
が
主
体
的
に
取
り

組
む
挙
署
一
体
体
制
」
と

「
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
と
派
遣

職
員
の
増
員
」
が
大
前
提
。

そ
の
上
で
案
内
・
相
談
・
テ

レ
ホ
ン
・
収
受
・
開
封
作
業

は
も
と
よ
り
、
３
月
末
ま
で

期
中
処
理
を
含
め
た
審
査
・

入
力
事
務
担
当
者
を
よ
り
厚

め
に
配
置
し
、
上
乗
せ
と
な

る
e
‐
T
a
x
事
務
に
対
応

の
だ
」
と
い
う
声
を
無
視
し
、

い
た
ず
ら
に
混
乱
を
持
ち
込

む
庁
・
局
の
上
意
下
達
の
事

務
運
営
に
歯
止
め
を
か
け
、

現
場
に
即
し
た
運
営
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

職
員
の
健
康
守
れ

確
申
期
の
期
間
中
も
「
す

べ
て
の
事
務
を
勤
務
時
間
内

で
処
理
さ
せ
る
」
た
め
、
①

相
談
開
始
時
間
（
９
時
又
は

９
時
15
分
）
の
遵
守
、
②
昼

休
み
・
休
息
時
間
の
保
障
、

③
一
斉
定
時
退
庁
日
、
ノ
ー

超
勤
デ
ー
の
完
全
実
施
、
④

連
日
及
び
長
時
間
（
２
時
間

以
上
）
の
超
勤
は
さ
せ
な
い
、

⑤
新
た
な
休
日
出
勤
は
さ
せ

な
い
よ
う
、
当
局
に
確
約
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

申
告
指
導
等
の
時
間
に
つ

い
て
、
庁
や
局
は
「
開
始
時

間
前
及
び
午
前
の
終
了
時
に

案
内
板
・
口
頭
に
よ
り
周

知
、
午
後
の
開
始
時
間
の
案

内
板
は
、
原
則
と
し
て
正
午

以
降
に
掲
出
す
る
」
よ
う
指

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

と
て
も
職
員
が
一
斉
に
昼
休

み
に
入
れ
る
周
知
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

庁
・
局
は
、
「
昼
休
み
時

間
帯
も
納
税
者
は
来
る
の

で
、
『
申
告
会
場
は
利
用
で

き
ま
す
』
と
の
周
知
文
が
一

図
２
の
と
お
り
で
す
。

総
務
の
31
％
を
筆
頭
に
、

管
理
15
％
、
徴
収
12
％
が

「
頻
繁
に
確
保
で
き
な
い
」

と
答
え
、
「
と
き
ど
き
、
確

保
で
き
な
い
」
を
加
え
た
ワ

ー
ス
ト
３
は
、
総
務
の
63
％
、

管
理
の
56
％
、
徴
収
の
41
％

で
、
資
産
・
個
人
・
法
人
で

も
３
分
の
１
が
「
確
保
で
き

な
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

番
適
切
な
表
現
」
と
の
姿
勢

に
固
執
―
昼
休
み
と
い
う
言

葉
は
一
切
使
う
な
、
昼
休
み

時
間
帯
も
割
り
振
ら
れ
た
担

当
者
が
対
応
せ
よ
、
と
指
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

午
前
の
終
了
時
以
降
も
ズ
ル

ズ
ル
相
談
す
る
事
態
が
ア
チ

コ
チ
で
起
き
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
、
午
前
の
相
談

が
12
時
（
12
時
15
分
）
以
降

に
ズ
レ
こ
ま
な
い
よ
う
、
終

了
時
後
に
会
場
に
入
っ
た
納

税
者
に
は
「
午
後
か
ら
の
相

談
者
と
分
か
る
プ
レ
ー
ト
」

を
交
付
し
、
「
午
後
１
時
か

ら
担
当
が
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
ま
で
分
か
る
箇
所

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
」

等
の
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昼
休
み
と
い
う

言
葉
を
一
切
使
わ
せ
な
い

庁
・
局
の
言
動
は
、
こ
う
し

た
現
場
の
苦
労
を
台
な
し
に

す
る
も
の
で
す
。

「
昼
休
み
は
相
談
し
な
い
」

と
い
う
自
ら
の
約
束
を
反
故

に
し
、
職
員
か
ら
昼
休
み
を

奪
う
言
動
の
撤
回
を
長
官
に

求
め
て
い
ま
す
。

で
き
な
い
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
務
の
51
％
を

筆
頭
に
、
法
人
22
％
、
管
理

17
％
が
「
頻
繁
に
、
時
間
ど

お
り
退
庁
で
き
な
い
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

昼
休
み
が
短
縮
さ
れ
る

中
、
昼
休
み
の
確
保
状
況
は

ま
す
（
図
３
）
。

と
り
わ
け
、
行
二
の
４
割

強
の
職
員
は
「
無
回
答
」
で
、

「
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
」
と
の
本
音
と
怒
り

を
込
め
た
意
見
が
書
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

所
属
別
に
内
訳
は
、
「
支

給
は
一
部
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

に
な
っ
て
い
る
」
の
ワ
ー
ス

ト
は
、
管
理
の
48
％
を
ト
ッ

プ
に
、
徴
収
が
44
％
、
法
人

44
％
、
総
務
37
％
、
個
人

37
％
、
資
産
37
％
、
行
（二）

20
％
の
順
。

当
局
の
勤
務
時
間
管
理
の

ズ
サ
ン
さ
が
こ
う
し
た
事
態

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
す
。

30
％
ど
ま
り
、

26
％
の
職
員
か

ら
「
一
部
し
か

支
給
さ
れ
て
い

な
い
」
、
14
％

の
職
員
か
ら

「
サ
ー
ビ
ス
残

業
に
な
っ
て
い

る
」
と
告
発
し

て
い
ま
す
。

こ
の
設
問
で

は
、「
そ
の
他
」

「
無
回
答
」
が

30
％
に
の
ぼ

り
、
際
立
っ
て

多
く
な
っ
て
い

支
給
さ
れ
て
い
る
か
」
の
問

い
に
、
「
完
全
に
支
給
さ
れ

て
い
る
」
と
答
え
た
割
合
は

「
時
間
ど
お
り
退
庁
で
き

な
い
時
や
、
昼
休
み
が
確
保

で
き
な
い
時
、
超
勤
手
当
は

そ
の
時
の
超
勤
手
当
「
完
全
支
給
」
三
割
ど
ま
り

ズズ
ササ
ンン
なな
時時
間間
管管
理理
をを
告告
発発

「
仕
事
と
職
場
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果

11
月
頃
の
退
庁
時
間
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
図
１
の
よ
う

に
、
３
割

前
後
の
職

員
は
「
と

き
ど
き
、

時
間
ど
お

り
に
退
庁

半数が「時間通り帰れない」
「昼休み確保できない」37%に上る

図３

図２

図１

「昼休み」使用厳禁!?

現場に混乱持ち込むな現場に混乱持ち込むな
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第
46
回
税
研
全
国
集
会
は
「
生
活
破
壊
の
大
増
税
へ
の
反
撃
」

―
国
民
本
位
の
税
財
政
・
税
務
行
政
を
め
ざ
し
て
―
を
中
心
テ
ー

マ
に
、
２
０
０
７
年
１
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、
全
国
か
ら
２

１
８
名
の
参
加
者
に
よ
り
静
岡
県
熱
海
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
、
試
行
だ
か
ら
こ
そ
担
当

人
員
を
増
加
す
る
必
要
性
」

を
訴
え
ま
し
た
。

分
科
会
は
税
制
一
般
、
暮

ら
し
と
税
金
、
税
務
行
政
に

わ
か
れ
２
日
間
わ
た
り
実
施

さ
れ
、
税
制
一
般
分
科
会
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
方

式
の
課
税
最
低
限
、
定
率
減

税
廃
止
、
税
源
移
譲
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
暮
ら
し
と
税
金
分
科
会

は
、
大
企
業
の
利
益
に
着
目

し
消
費
税
増
税
の
選
択
肢
以

外
が
あ
る
こ
と
、
最
低
生
活

費
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
実

態
、
滞
納
処
分
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

税
務
行
政
分
科
会
は
、
国
税

庁
が
進
め
る
最
適
化
計
画
、

「
内
部
事
務
一
元
化
」
の
問

題
、
税
務
行
政
の
変
化
と
納

税
者
・
国
民
へ
の
影
響
な
ど

そ
の
対
抗
軸
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
、
税
制
と
社
会
保

険
設
計
の
抜
本
的
改
良
に
よ

る
所
得
再
配
分
機
能
向
上
、

国
富
・
財
政
の
地
域
的
再
配

分
機
能
の
再
構
築
・
地
方
自

治
の
復
活
な
ど
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

全
国
税
・
山
口
調
査
部
長

は
「
国
税
の
内
部
事
務
一
元

化
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
特

別
報
告
を
行
い
、
こ
の
中
で

国
税
庁
が
進
め
る
「
一
元
化

の
目
的
」
、
現
場
の
実
態
を

分
析
し
「
面
接
や
電
話
で
の

税
務
相
談
を
内
部
事
務
一
元

化
担
当
か
ら
切
り
離
す
こ

初
日
の
13
日
、

都
留
文
科
大
学
・

後
藤
道
夫
教
授
は

「
構
造
改
革
の
現

段
階
と
対
抗
軸
」

と
題
し
講
演
し
、

近
時
の
諸
改
革
で

社
会
的
規
範
と
し

て
の
日
本
型
雇
用

が
解
体
し
た
こ

と
、
貧
困
層
が
急

増
し
そ
の
中
心
は

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
で
あ
る
こ
と
、

諸
改
革
の
核
心
に

「
財
界
」
が
あ
る

こ
と
な
ど
分
析
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、

非
常
勤
職
員
の
劣
悪
な
労
働
条
件

「
格
差
是
正
」で
問
題
意
識
共
有

１
月
17
日
、
全
国
税
は
、
衆
議
院
議
員
会
館
内
で
日

本
共
産
党
財
務
金
融
委
員
の
佐
々
木
憲
昭
衆
議
院
議

員
、
大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員
及
び
議
員
秘
書
６
名
と

会
い
、
①
国
税
庁
の
業
務
・
シ
ス
テ
ム
最
適
化
方
針
の

問
題
点
と
私
た
ち
の
要
求
、
②
税
務
職
員
及
び
非
常
勤

職
員
の
処
遇
改
善
問
題
、
③
「
分
限
処
分
指
針
」
に
基

づ
く
休
職
処
分
、
脱
法
行
為
に
近
い
「
降
格
人
事
」
な

ど
身
分
保
障
に
か
か
わ
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し

ま
し
た
。

25
日
か
ら
始
ま
る
通
常
国
会
等
で
こ
う
し
た
問
題
を

追
及
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
政
府
や
国
税
庁
当
局
へ
の

督
励
を
要
望
し
ま
し
た
。
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処遇問題等で議員要請

佐
々
木
議
員
は
「
安
倍
内

閣
に
な
り
、
政
府
税
調
会
長

が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
辞
職
、
政

治
と
カ
ネ
の
問
題
で
不
信
感

を
募
ら
せ
、
庶
民
増
税
に
対

す
る
怒
り
も
広
が
っ
て
い

る
。
二
つ
の
選
挙
で
ぜ
ひ
政

治
を
変
え
た
い
」
「
消
費
税

は
選
挙
が
終
わ
っ
た
秋
頃
以

降
に
と
、
争
点
を
外
そ
う
と

し
て
い
る
が
、
正
面
か
ら
暴

露
し
た
い
」
と
の
決
意
が
述

べ
ら
れ
、
「
歴
史
あ
る
国
税

国
会
の
場
で
具
体
的
要
請
も

聞
き
、
実
現
の
た
め
奮
闘
し

た
い
」
と
の
意
気
込
み
も
示

さ
れ
ま
し
た
。

大
門
議
員
か
ら
は
、
「
税

っ
た
の
も
束
の
間
、
現
在
、

年
末
年
始
を
挟
ん
で
２
週
間

休
ま
せ
（
継
続
勤
務
の
中

断
）
、
年
休
取
得
要
件
を
剥

奪
す
る
取
り
扱
い
に
後
退
し

て
い
る
実
態
を
告
発
。
「
世

間
並
み
に
雇
用
保
険
に
加
入

さ
せ
て
欲
し
い
」
と
の
要
望

に
、
「
何
様
の
つ
も
り
だ
」

と
雇
い
止
め
（
ク
ビ
）
に
し

た
最
近
の
事
例
も
明
ら
か
に

し
ま
し
た
（
全
国
税
の
追
及

に
対
し
、
当
局
は
謝
罪
は
し

た
も
の
の
雇
用
は
し
な
か
っ

た
）。こ

の
ほ
か
、
行
（二）
職
員
の

劣
悪
な
処
遇
問
題
、
分
限
処

分
や
降
格
人
事
な
ど
も
と
り

あ
げ
、
懇
談
・
要
請
を
行
い
、

い
っ
そ
う
の
協
力
・
共
同
を

確
認
し
ま
し
た
。

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
問
題
に
つ
い

て
全
国
税
は
、
①
国
税
の
職

場
の
非
常
勤
職
員
数
は
五
千

人
に
も
の
ぽ
り
、
こ
れ
に
確

申
期
は
大
量
の
ア
ル
バ
イ

ト
・
派
遣
社
員
が
加
わ
る
、

②
非
常
勤
職
員
の
時
給
は
東

京
局
で
八
百
円
台
ど
ま
り
、

６
時
間
勤
務
の
人
で
最
低
賃

金
を
少
し
上
回
る
程
度
で
あ

り
、
何
年
働
い
て
も
昇
給
は

な
い
、
③
交
通
費
も
打
ち
切

り
支
給
で
、
有
給
休
暇
も
保

障
さ
れ
ず
長
机
に
パ
イ
プ
椅

子
で
日
常
業
務
を
行
な
っ
て

い
る
実
態
な
ど
、
極
め
て
不

安
定
な
労
働
条
件
に
置
か
れ

て
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。

全
国
税
の
運
動
で
非
常
勤

職
員
に
年
休
付
与
を
勝
ち
取

「
民
間
と
同
様
の
非
正
規
雇

用
問
題
は
公
務
の
場
に
も
あ

り
、
放
置
さ
れ
て
い
な
い
か
」

「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
言
い
な

が
ら
、
10
年
間
給
料
が
上
が

ら
な
い
事
例
は
公
務
の
場
に

も
あ
る
」(

佐
々
木
議
員)

と

べ
き
点
は
国
会
等
で
も
と
り

上
げ
た
い
」
と
の
提
起
と
と

も
に
、
今
ま
で
以
上
に
協

力
・
共
同
を
進
め
て
い
く
重

要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊

議
員
ら
と
の
懇
談
で
は
、

副
署
長
も
禁
煙
に
…

【
東
京
・
浅
草
分
会
】

当
署
の
「
定
時
退
庁
日

の
メ
ー
ル
」
の
評
判
が
い

い
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、

局
の
定
時
退
庁
日
の
メ
ー

ル
は
た
だ
出
し
て
い
る
だ

け
。
ヤ
ル
気
も
意
気
込
み

も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
可

哀
想
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
副
署

長
室
も
禁
煙
に
」
と
あ
り
、

早
速
そ
う
な
っ
た
と
の
こ

と
、
英
断
？
に
拍
手
！

詠
み
人
・
薄
紙
五
十
六

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

・
負
け
て
た
ま
る
か
！

○
勘
案
を
堪
忍
と
読
み
ビ

ラ
を
ま
く

〜
総
合
勘
案
の
結
果
と
言

わ
れ
続
け
て
早
十
年
超

・
本
国
か
ら
の
叙
勲

そ
の
気
配
も
な
し

○
浄
財
で
他
国
の
賞
を
買

い
漁
り

〜
成
り
上
が
っ
た
方
へ
の

ね
ぎ
ら
い
の
大
作

・
ヒ
ト
ラ
ー
の
再
来
か
？

○
戦
犯
の
D
N
A
が
威
張

っ
て
る

〜
チ
ョ
ビ
髭
を
つ
け
て
み

る
と
祖
父
よ
り
ヒ
ト
ラ
ー

に
似
て
い
る

本
質
に
迫
る
議
論
と
は

【
北
海
道
・
札
幌
東
分
会
】

局
署
の
会
議
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
監
督
評
価
官

室
報
告
に
「
本
質
に
迫
る

議
論
が
な
い
」
と
の
厳
し

い
指
摘
が
あ
る
。
交
渉
で

組
合
が
本
質
問
題
で
迫
っ

て
も
、
当
局
は
「
権
限
外
」

「
管
理
運
営
事
項
」
で
逃

げ
る
。
こ
こ
に
は
交
渉
を

形
骸
化
し
、
意
の
ま
ま
に

職
場
を
支
配
し
よ
う
と
す

る
狙
い
が
見
え
る
。
本
質

論
議
を
求
め
る
時
代
に
あ

っ
て
、
い
つ
ま
で
も
旧
態

依
然
の
交
渉
ス
タ
イ
ル
に

こ
だ
わ
る
当
局
は
時
代
に

取
り
残
さ
れ
る
。
本
質
議

論
を
た
た
か
わ
せ
る
団
体

交
渉
に
し
よ
う
。

制
が
焦
点
に
な
る
国
会
が
始

ま
る
が
、
格
差
拡
大
の
中
で

の
税
制
や
執
行
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
」
「
非
正
規
雇
用
問

題
は
民
間
で
大
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
国
や
地
方
自
治

体
、
税
務
の
職
場
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
是
正
す

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
」
問
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
、

税制・社会保障のあるべき姿に
貴重な視点―第46回税研集会

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

二
日
目
、
14
日
は
青
山
学

院
大
学
・
中
村
芳
昭
教
授
が

「
税
務
公
務
員
の
人
事
評
価

制
度
―
税
務
に
お
け
る
法
治

主
義
の
新
た
な
可
能
性
」
と

題
し
講
演
を
行
い
、
行
政
に

お
け
る
法
治
主
義
と
い
う
観

点
か
ら
評
価
制
度
の
法
的
意

味
、
米
国
で
は
評
価
制
度
の

「
あ
い
ま
い
さ
」
・
抽
象
性

は
人
種
差
別
の
要
因
と
な
る

こ
と
、
税
務
職
員
の
評
価
制

度
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し

た
。集

会
は
、
平
和
憲
法
体
系

が
財
界
・
与
党
・
政
府
に
よ

に
、
や
っ
と
自
分
の
居
場
所

を
見
つ
け
て
嬉
し
い
」
と
感

想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

講
演
に
対
し
て
「
日
本
が

本
当
に
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、

働
い
て
も
一
向
に
生
活
が
楽

に
な
ら
な
い
社
会
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
」
、
「
統
計
的
な
実
証
に

強
い
説
得
力
を
感
じ
ま
し

た
。
講
演
も
資
料
も
是
非
多

く
の
方
々
に
聞
い
て
見
て
欲

し
い
。
」
「
実
績
評
価
の
仕
組

み
に
納
税
者
か
ら
の
働
き
か

け
で
税
務
行
政
の
民
主
的
改

善
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い

た
の
で
業
務
目
標
の
改
善
と

あ
わ
せ
て
評
価
制
度
改
定
の

方
向
を
感
じ
た
。
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
「
一
元

化
の
ひ
ど
い
事
実
を
は
じ
め

て
知
っ
た
」
な
ど
多
く
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

る
ア
メ
リ
カ
追
随
の
政
治
に

よ
り
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
国
・
地
方
の
税
財
政
、

予
算
案
は
大
企
業
の
た
め
の

諸
改
革
、
勤
労
者
大
衆
へ
負

担
増
・
痛
み
を
強
い
る
姿
で

現
れ
た
こ
と
、
税
制
は
投
資

に
対
す
る
「
分
離
課
税
制
度
」

温
存
で
大
企
業
・
高
額
所
得

者
・
大
資
産
家
を
優
遇
し
、

消
費
税
増
税
が
提
起
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
税
務
行
政
は
国

税
庁
が
進
め
る
「
内
部
事
務

を
一
元
化
し
十
分
な
調
査
・

徴
収
事
務
量
を
確
保
す
る
」

現
場
の
状
況
、
納
税
者
へ
の

影
響
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

初
参
加
の
国
税
職
員
は
…

初
め
て
参
加
し
た
国
税
職

員
は
、「
今
ま
で
と
は
全
く

切
り
口
の
違
う
講
演
や
議
論

〈
解
答
〉

２
四
角
　
１
二

玉
　
２
三
桂
成
　
同
玉
　
３

三
馬
　
１
二
玉
　
１
三
角
成

同
玉
　
２
四
銀
　
１
二
玉
　

２
三
銀
成
　
２
一
玉
　
２

二
馬
ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉

２
四
角
で
　
１

二
玉
と
追
い
、
次
の
　
２
三

桂
成
が
好
手
順
。
５
手
目

３
三
馬
と
寄
り
　
１
二
玉
に
　

１
三
角
成
が
決
め
手
で

２
四
銀
以
下
は
手
順
の
追
詰
。

後藤道夫教授

中村芳昭教授


